
(男り詢【4(2))

目標達成計画 作成日:平成  26 年 5 月 25日 (

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員―同で次のステップヘ向けて取り組む目標について話し合います。            
―

目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標違威計画】

優先
順位
目
号
項
番 現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容

目標達成に
要する期間

1 2

地既に根付いたグルーフホームの役副が果た
せていない。

犯項行予へのフ洲が出米、またクルーフ

ホームヘも地域の方が気軽に出向いてもら
える様にする。

毒週行われている地区の健康体操の参加継
続。また、運営推進会議の場などで、当事業所
への行事参加の呼び掛けやグループホームの
役割等を伝える。地域の交流会を行う。

12ヶ月

2 10

ご家族への情報発信が少なく、家族が満足でき
ていない。

蒙族への情報発信力
'で
き、洒足して頂く。 ご利用者様の日々の暮らしが分かるように、定

期的な広報誌の発行、また写真などを渡す。選
方にいるご家族には、郵送する。行事への参加
呼びかけ。また、ご家族へのアンケート調査を
行う。

6ヶ月

子栞所内の研修の取り組みが出来ていない。 足期的な研修を行う。 環員会議以外に時間を設け、月1回の研修に
取り組む。また、その時期にどの様な研修が必
要であるか、職員にも意見を聴き取り入れてい
く。

12ヶ月

4 33

重度化、終末期ケアの対応について取り組めて
いない。

三度化、終末期ケアの研修会を行う。また、
方針を策定し、取り組める準備ができる。

重度化、終末期ケアにむけての研修の機会を
設ける。他の事業所との交流を通じ、取り組み
の事例があれば参考にする。 12ヶ 月

5 6

身体拘束をしないケアヘの取り組み。 身体拘束について一層の理解を深める。 研修の優会を設ける。問題があれば、職員間
で話し合う機会を設ける。

12ヶ月
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目標達成計画                              作威

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員―同で次のステップヘ向けて取り組む目標について話し

目標が一つも無かつたり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた日標水準を考えながら、優先して取り組む具

体的な計画を記入します。

【目標違咸計画】

優先
順位
目
号
項
番

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

49

個別な外出支援の機会が少ない。
~行
事の参加は勿論、定期的にご利用者様個
別に希望に添える外出支援ができる。

行事は予定を早めに立て、ご環藤の参加も呼

び掛ける。またご利用者様の希望に添えるよう
に、職員間の情報を交換を行い支援をする。 6ヶ月

1

~理
稔をホールに掲示しているが、現場で日々ど
のような場面でそれを思い出し、また職員同士

が共有出来ているのかが、はつきりとしない。

職員間であ共有が出来るようになる。 理念に沿つたケアが出来ているのか、職員貪

織などの場で、定期的に意見交換を行う。

6ヶ月

記入して下さい。項目数が足り ヽ し


